
〈日月

西
口
も
設
潰
す
る
乙
と
が
、
必
要
で
す
。
地
元
の

駅
前
広
調
合
意
が
帯
ら
れ
な
い
場
合
は
、
中
心
街

の
開
発
が
望
ま
れ
、
今
接
、
地
元
お
よ
と
白
関
連
や
市
北
西
部
白
人
口
動
向
か

び
関
偶
者
で
の
検
討
と
推
進
が
必
要
で
ら
み
て
、
市
民
セ
ン
タ
ー
潤
辺
の
再
開

す
。
ま
た
、
将
来
白
人
口
増
加
に
伴
等
L
よ
る
寓
混
を
留
る
こ
と
が
耳
、
ま
し

い
、
必
常
的
に
パ
ス
路
離
の
増
加
が
推
い
で
し
ょ
う
。

制

附

さ

れ

ま

す

が

、

パ

ス

パ

ー

ス

は

謂

ロ

ー

中

心

街

宮

内

に
増
設
す
る
ζ
と
が
進
路
接
件
や
西
口
住
宅
街
貯
悼
の
開
発
の
明
右
町
通
D

地
区
援
輿
か
ら
み
て
も
望
ま
れ
ま
す
。
と
八
幡
山
公
閥
、
崇
脅
小
学
校
間
白
街

間
開
発
方
法
と
し
て
は
、
北
口
広
場
と
同
区
は
、
ま
ち
づ
く
り
構
怨
む
連
結
性
白

一J
メ
j
ジ
で
な
く
、
一
階
部
分
を
阜
だ
め
、
調
和
あ
る
開
発
生
図
り
た
い
期

間
間
に
利
用
し
、
一
一
酷
そ
遊
容
濯
に
、
区
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
ピ
ル
や
マ
ン

三
暦
以
と
苦
詞
業
な
ど
の
廊
設
に
向
け
ジ
ョ
ン
が
乱
立
す
る

c
pほ
回
避
す
べ

た
援
台
ピ
ル
導
入
も
考
え
ら
一
れ
ま
す
。
き
で
、
選
定
な
構
間
U
P
確
立
し
、
そ
れ

中
心
街
起
に
基
づ
く
指
噂
が
必
要
で
す
。

大

副

臨

駐

車

場

の

整

輔

へ

入

り

や

す

ま

ず

、

現

在

い
佼
顧
問
に
、
適
正
な
収
容
能
力
を
も
っ
交
通
義
件
の
整
踊
輔
の
が
一
山
間
側
道
路
の

平
塚
市
ま
ち
づ
く
D
委
員
会
は
、
魅
た
だ
し
、
最
初
か
ら
理
相
悼
の
モ
ー
ん
と
υ
て
、
ま
た
、
利
用
者
の
慣
笠
企
図
大
型
駐
車
場
を
設
置
す
る

ζι
か
必
饗
完
成
を
図
的
ν、
パ
ス
路
線
の
検
計
、
選

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
日
指
レ
て
、
昨
に
造
成
す
る
白
は
燕
四
時
な
の
-
工
、
鋭
意
る
う
え
か
ら
も
、
景
観
や
滋
様
整
備
は
で
す
。
位
霞
は
一
か
所
に
時
中
ず
る
設
行
形
態
の
研
究
す
一
進
め
る
必
繋
が
あ
り

年
二
月
二
十
七
汀
設
霞
さ
れ
ま
し
た
。
工
夫
主
一
事
ね
な
が
り
段
階
的
に
進
め
て
必
要
で
、
急
務
と
い
え
ま
す
。
鐙
-
方
式
在
避
け
好
散
す
る
ζ

と
が
問
中
ま
ま
す
。
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
も
僻
究

委
員
の
組
織
は
、
町
議
会
議
員
、
商
工
い
く
ζ
と
が
大
切
で
す
。
駅
前
広
蝿
の
整
備
は
、
関
連
す
る
潤
し
く
、
今
後
は
設
置
構
想
の
あ
る
う
ス
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
吃
ん
が
、
検
討
す

業
関
係
者
、
市
民
間
体
、
学
識
謀
説
倍
氏
内
に
バ
ス
停
留
所
を
設
癒
す
る
辺
ピ
ル
の
利
用
法
、
隣
接
す
る
大
担
能
力
構
駐
車
場
の
立
儲

rJり
ほ
か
に
、
北
ベ
き
事
用
が
多
く
、
専
門
的
研
究
争
得

者
、
行
政
機
関
な
ど
あ
ね
せ
て
二
十
泊
場
合
は
、
一
千
日
計
以
内
白
間
際
で
投
資
車
場
の
設
備
揖
認
と
調
達
件
一
を
み
て
、
口
駅
前
、
明
石
町
北
部
等
に
も
設
展
す
た
ざ
る
を
得
な
い
の
有
罪
一
言
か
p
r
J
は

人
で
持
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ず
る
の
が
警
亡
く
、
賢
い
物
時
間
時

mw現
在
む
均
下
退
役
活
問
し
模
備
す

49n
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
ず
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
P
委

員

章

、

忠

言

語

、

中

心

街

ほ

と

潟

辺

住

宅

地

を

結

る

、

富

忘

み

町

議

し

て

日

一

的

島

大

型

民

舗

を

な

お

、

開

口

広

場

へ

の

パ

ス

む

出

入

地
に
つ
い
て
市
民
全
俸
の
立
場
か
ら
ぶ
、
シ

3
ピ
ン
ク
バ
ス
を
運
行
し
、
る
、
③
人
工
一
一
点
闘
を
設
関
し
て
、
人
と
大
一
銭
叫
舗
の
務
控
室
れ
に
配
置
止
し
り
は
、
南
中
国
師
則
的
憎
む
過
品
唱
一
一
向
と
西

あ
り
方
ヂ
求
め
、
人
間
的
ふ
れ
あ
い
を
サ
ピ
ス
の
多
槌
化
に
務
め
ま
す
。
却
の
分
離
を
図
る
等
白
刀
法
が
V
A
J

え
ら
て
、
そ
の
税
刀
で
宗
族
連
れ
や
シ
っ
ッ
口
へ
の
車
両
の
分
離
が
必
要
で
、
モ
れ

馳
に
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
ぞ
考
え
北
口
駅
れ
ま
す
ロ
ザ
で
し
て
、
駅
前
広
場
ぞ
さ
わ
ピ
ン
グ
容
が
、
街
尽
内
を
く
ま
な
く
回
に
は
問
中
綿
の
由
史
地
下
道
部
分
を
延

た
も
の
で
、
発
足
以
来
己
JA
期
間
に
わ
た
北
口
駅
前
広
場
の
獲
鎌
前
は
、
広
や
か
な
、
ク
コ
ー
に
グ
ロ
1
y平
謹
選
す
る
辛
コ
な
ま
ち
づ
〈
り
が
必
安
で
長
し
、

f認
を
お
お
っ
て
立
母
的
に
利

hu
、
研
究
、
検
討
、
協
議
伊
繰
り
返
し
塚
市
の
喪
主
障
で
あ
D
、
交
通
の
結
簡
に

ν、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
に
す
。
そ
乙
で
、
東
海
道
本
通
D
北
伐
に
用
ず
る
乙
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
ロ

な
が
也
、
提
立
を
ま
と
め
て
い
辛
ず
。
点
、
中
心
街
区
の
出
発
吟
と
も
な
っ
て
ラ
マ
が
誕
役
す
る
広
場
に
す
る
ζ
と
山
川
世
話
の
異
な
る
γ

式

型

語

以

前

厨

設

〔

一

流

中

心

街

繁
華
缶
を
中
心
に
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
平
域
市
の
顔
必
要
で
し
ょ
う
。
行
提
出
い
と
大
型
ス
パ

i
)
を
一
か
所
ま
ち
づ
く
む
の
進
め
方
区
の
開
発

笥
笠
の
間
割
強

東

側

は

駅

前

大

通

は

、

今

や

論

議

の

段

階

で

な

く

、

実

行

り

南

側

は

東

海

道

水

錦

、

再

開

は

南

中

の

と

き

と

考

え

ら

札

ま

す

。

昨

荒

構

想

綿
と
見
山
川
町
む
一
部
、
北
側
は
高
滋

d

に
つ
い
て
、
晴
氏
名
の
ム
守
憩
が
得
ら
れ

号

線

ま

で

と

な

っ

て

い

ま

す

。

た

ら

、

問

ち

に

実

現

に

か

か

る

べ

き

で

昭

和

六

寸

五

年

に

約

し

よ

う

。

売
場
逼
講

一ノ
τ
ノ

二

千

平

方

討

の

売

各

論

は

、

す

べ

て

有

機

的

鮪

合

を

し

尉

甜

騎

靖

設

の

吋

特

性

が

あ

り

ま

す

て

い

る

の

で

、

そ

の

順

位

を

商

わ

ず

、

山

川

、

中

心

市

街

地

ぼ

す

べ

て

噌

嘉

す

る

豆

墨

乙

と

か

ら

器

手

す

べ

き

で

す

む

の

は

連

慌

で

な

い

の

で

、

近

隣

性

時

広

必

管

な

ら

ば

開

発

措

混

の

組

合

や

委

員

出

に

二

心

折

、

中

心

街

町

民

に

八

の

射

の

会

等

の

設

置

そ

照

る

べ

き

で

す

。

問

ム

ロ

で

売

場

開

績

を

堵

設

し

て

、

中

心

ル

永

ツ

ザ

信

況

の

官

者

強

化

を

図

る

べ

き

で

す

。

市

民

審

加

の

盤

し

を

ン

ス

ま

つ

D

市

民

の

の

よ

ー

フ

な

催

し

物

佐

多

く

開

催

し

、

市

苦
行
者
宅
i
ん
の
撃
嬬

要

望

す

る

民

が

中

心

街

区

で

集

い

、

ふ

れ

あ

い

、

一

去

し

く

ぶ

ら

ふ

ら

で

き

る

ま

ち

一

に

兵

鳴

し

て

「

誇

れ

る

ま

ち

」

に

盛

り

と

す

る

に

は

、

易

行

道

モ

:

ル

を

怒

備

す

げ

る

こ

と

が

大

切

で

す

。

る
必
曹
が
あ
り
ま
す
。

ζ
の
ほ
か
、
市
民
抽
設
と
の
直
結
性

東

海

道

本

通

り

、

紅

将

町

通

り

、

新

や

巾

小

小

舟

目

的

の

官

官

、

七

夕

ま

つ

り

仲
通
り
、
西
口
通
Diを
「

メ

ー

ン

モ

ー

の

発

躍

的

存

続

、

開

業

衰

の

市

民

か

ら

ル
一
に
す
る
ほ
か
、
街
民
内
に

H

小

感

謝

さ

れ

る

経

常

技

術

開

発

6

向
上
な

選
H

と

し

て

の

そ

ル

を

設

け

て

、

回

ど

も

同

一

話

さ

れ

て

い

ま

す

。

遊
牲
を
工
品
め
る
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
し

て
、
各
モ
!
ル
の
性
感
に
合
わ
せ
て
、

モ
ル
む
と
に
自
然
思
や
楽
し
き
垂
味

わ
え
る
よ
う
な
設
備
と
簡
出
を
し
た

り
、
ベ
ン
チ
や
休
憩
所
な
ど
を
設
け
て

事
白
あ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

マ
市
民
が
み
た
中
心
議
華
街
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
雑
然
と
し
た
」
「
つ
ま
ら
な
い
い
「
も
っ
と
セ

y
ス

の

ム

マ
あ
る
局
を
」
つ
ま
D
楽
し
み
の
少
な
い
、
事
の
な
い
ま
ち
と
、
緊
い
物
調
査
白
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
ム

マ

モ

ζ
で
、
魅
力
あ
あ
肺
訴
華
街
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
6
よ
い
の
か
、
ま
た
、
繁
華
街
の
活
性
化
を
寝
る
ム

マ
に
は
ど
号
し
た
ら
よ
い
り
か
、
昨
年
か
ら
討
議
を
慧
ね
て
い
た
平
壇
市
ま
ち
づ
〈
幻
要
員
会
(
委
員
長
官
ム

V

代
甚
一
一
一
氏
)
が
、
十
月
十
三
日
「
中
心
街
区
ま
ち
づ
く
り
推
曜
に
閣
す
る
提
言
」
を
ま
と
め
、
市
長
に

A

V

報
告
し
ま
し
た
。

ζ
の
塗
百
は
、
「
人
間
的
生
閣
の
あ
る
ま
ち
に
」
を
基
本
間
念
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
判
ム

マ
来
構
図
を
描
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
一
閣
時
機
関
や
間
活
街
な
ど
に
説
羽
金
ぞ
開
聞
い
て
協
力
を
求
め
、
で
ム

マ
き
る
も
の
か
ら
取
り
組
ん
立
行
こ
う
と
レ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
提
三
の
内
容
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
一
ム

予
j
w
y

ま
ち
寸
〈
り
に
つ
い
て
笠
宮
口
や
意
見

が
あ
っ
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

・
〈
止
岡
田
部
企
国
語
轄
謀
〈
電
話
お
一

一
一
一
円
鼎
三
一
一
六
)
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国
民
健
康
保
険

の
高
額
監
療
費

限
度
額
の
引
き
上
げ

回
目
民
鍵
属
探
検
で
は
、
九
月
診
揮
分

-資 格大学主主に限る

・撞 金日額 5，500円

期間 12月10臼 ~12月28 白

・申し込み市販白履歴書を11月26日までに

職員諜人事時へ。

市

民

格

談

室

お

こ

こ

内

線

二

九

一

一

一

。
人
権
法
樟
栂
竺
ロ
月
昔
(
市
心
、
ロ
月
7
日
〈
答

。
行
政
苦
情
抽
相
談
{
お
時
1
刊即時

。
一
韓
法
韓
掴
絞
詑
湾
2
邑
(
木
)
、
立
方
H
臼
(
火
〉

予
約
制
(
稽
語
壱
も
苛
)
、
均
時

f一路時

。
宅
地
議
物
穏
鋭
円
以
月
M
B
(京
〉
刊
日
時
1
お
詩

予
約
制
〈
犠
認
で
も
可
〉

。
登
語
、
世
託
、
測
癒
福
相
談
詑
完
治
日
〈
金
〉
刊
日
時
5
施
時

。
住
宅
相
談

U
月
初
日
(
火
〉
臼
時
i
町四時

〈V
下
一
務
取
引
巡
間
出
品
っ
せ
ん
桶
談
日
湾
諸
国
〈
木
〉
お
時
部
分

5rm時

。
定
割
年
金
相
談

M
M

月
9
日
〈
木
)
却
時
i
話
時

。
一
揖
市
民
指
紋
皆
吉
〈
た
だ
し
、
土
曜
日
は
ロ
時
ま
で
0
8

曙
祝
日
は
除
可
〉

。
消
費
生
活
指
議
時
過
金
曜
日
、
閉
山
時
I
お
時

。
舟
開
明
帯
軍
特
許
相
相
談
ロ
月
6
日
(
月
〉
却
時
i
お
時

ご利用を
青
少
年
務
談
室
(
市
民
セ
y
タ
上
一
窓
〉

判
制
七
一
一
一
一
一

月
5
ム
宜
髄
臼

g時
1
話
時
士
韓
日
は
日
時
ま
で

一

積

投

金

銭

お

i
二
三
一
一
一
三

。
心
夜
ご
と
晶
相
談
毎
週
月
曜
包
〈
揮
五
控
除
〈
〉
治
時
5
村四時

。
母
子
相
談
毎
週
月
;
金
韓
日
9
時
1
施
時
刻
分

。
一
家
縫
兇
欝
栂
静
笹
沼
月
イ
人
盟
噛
日
9
時
5
刊即時

。
高
齢
者
職
難
栂
鍛
毎
透
宵
月
j
金
纏
B
9時
間
制
分
1
路面町

士
踊
日
は
ロ
時
ま
で

泉
市
会
問
問
絡
談
刊

M
R幻
開
制
〈
火
〉

お
時
i
w油時

半
壇
嗣
駅
北
口
交
番
前
パ
ス
由
中
で
岨
相
談
者
受
け
る
。

郡吉



抑

制

m
m
w
糊

別

問

問

問

山

師

脱

却

抑

制

闘

訓

別

間

前

四

制

問

問

問

I

L
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校
校
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校
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校
校
校
校
校
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校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
賢
官
一

名

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学
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学

学

学

問
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学

学

的

判

学
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小
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お
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が
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h
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ふ
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れ
わ
れ
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h
k
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h
h
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μ
N
k
n
h
h
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-
J
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ノ
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メ

メ

，

r

k

，人

F

人

え

/
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λ

2
人

/
F
λ

学

一

善

原

見

ポ

ー

野

原

田

田

島

崎

田

屋

沢

田

内

幡

凍

土

丘

模

以

原

延

ほ

下

一

港

[

ど

加

が

で

ず

一

ぐ

松

山

品

花

大

2
2掛
間

金

土

吉

金

横

八

三

22棉
な
勝
松
品
川
山
一

中 学 校 名

江鶴中学校

太時中学校

春日野中学校

棋母中学校

大野中学校

神田中措校

土沢中学校

金旭中学校

中原

大使

山説中学校

神街中学校

金包中学校

育
て
よ
う
ふ
る
さ
と

金問
地
境
由
轟
と
し
て

E
Zな
さ
ん
吉
、
ま
吾
、
し
ち
か
し
、
言
す
べ
り

ど
に
親
し
ま
れ
て
い
る
轟
を
、
保
全
・
復
な
ど
八
種
類
百
六
十
五
本
槙
諒
し
て
い

凱
一
克
し
、
「
ふ
る
さ
レ
レ
の
轟
」
に
し
辛
う
る
。

活
と
、
十
向
月
十
七
日
(
臼
〕
山
下
の
若
宮
当
日
は
、
戟
八
時
か
ら
精
一
宮
み
ど
否

判
八
曙
神
社
境
内
(
二
一
一
0
0平
方
針
)
の
会
(
代
涙
者
久
一
時
間
良
雄
氏
)
が
日

識
で
、
苗
木
の
植
裁
が
行
わ
れ
た
悶
ー
ダ
!
と
な
b
、
全
員
や
主
捕
、
お
年

調
「
ふ
る
さ
と
の
森
」
づ
く
り
は
、
神
寄
D
、
子
慌
た
ち
六
十
人
が
害
加
し
て

轟
社
や
公
聞
な
ど
吊
民
の
鵡
い
の
場
で
、
行
わ
れ
、
く
す
一
白
書
、
さ
く
ら
、
ま

M

離
が
蹴
っ

τい
る
と
己
主
号
、
市
っ
、
事
ゃ
ん
か
な
兵
種
類
百
五
と
さ

古
が
そ
の
土
地
に
通
し
た
苗
木
の
苗
木
を
つ
L
宍
つ
づ
じ
言
七
十
株
を
横
一
難
し
、

お
提
供
し
、
付
近
白
方
々
の
手
高
裁
し
「
ふ
る
さ
と
白
蔀
」
富
豪
支
て
て

守
り
育
て
て
い
た
だ
C
う
と
い
う
も
の
午
控
四
時
む
ろ
終
了
し
た
。

で
、
五
十
五
年
度
か
る
蛤
め
て
今
年
で
な
お
、
私
た
ち
の
地
区
で
ζ
の
事
業

一
一
一
年
自
を
通
え
て
い
る
包
初
年
度
は
中
を
や
っ
て
み
よ
7
3と
思
わ
れ
る
所
が
あ

原
日
桂
神
社
に
ぐ
す
白
書
を
五
十
五
っ
た
ら
公
園
縁
地
謬

ιむ
一
報
い
た
だ

本
、
一
一
年
目
は
岡
輯
神
社
に
く
す
由
き
た
い
。

乙由平塚の地に住まわれ、その風土の中で生まれた持品昔、市串樹I五狩告閣年を諾記己念しい、 5部白揖

を迎えられた市民を中

0対 麗昭昭7れ、 8ι、 9年主袋Eまれ由市E民邑で玄人

書聖人を陸自わない。

。金期 58年 2月17臼 Ct;)-2月228 C}() 
0会 場市民プラザ 〈軒谷町盤揚車 1階〉

E公革作品I
l 、種罰睦磁自学霊園、

ヌk影箇コ、書

写真、地

ふ文相 ①宮部作樹立次予、ョコ叩叩以内とす

①腰掛目、工芸品は高さ 1m50岨、幅70
掴、横30個 E以内とする。

3、申し込み 12月17日から1月16臼までに市民セ

Y丘一内カルチ"' 車E室く禽話32
2235)へ。出品軒2，0出向

わたしたちの耐をきれいにしよう

とき 11月28日〈臼〉
午 前a時.....__(/J¥潟決行〉

。当日は午前7時に花火で予告の合顕在しま

す。

0雨天の場合はH置延 02月5日〉

。溝掃するととろ

-自宅付近の潜銘

・広繍、公類、子棋の遊び場

.その舘i}共の議所

平壌市艶イヒ遊離汚健施京都
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一笠A

⑧
乏
な
紡
災
訓
訓
練

・
消
火
討
繍
初
期
間
火
の
知
識
と
、

消
火
器
の
取
り
設
い
夜
間
得
す
る
。

層
構
報
収
襲
伝
選
制
鞭
地
執
内
白
山

容
時
識
を
再
出
ぐ
襲
め
、
訪
皮
機
関
か
ら

む
情
報
を
地
執
に
伝
え
る
。

智
避
難
誘
導
訓
練
指
定
さ
れ
た
遥
難

場
所
、
早
ぐ
安
全
一
に
避
難
す
る
委
績

を
学
ぶ
。

・
救
出
救
護
訊
親
家
屋
が
倒
れ
た
り

務
V
物
に
あ
た
っ
た
り
し
て
、
ケ
ガ
を

し
た
人
の
救
出
活
動
や
、
応
急
手
当
の

地
盤
拳
長
、
過
去
の
例
で
も
切
る
か
な
よ
ー
つ
に
、
基
関
設
、
一
人

一
人
が
い
か
に
行
動
し
た
か
に
よ
っ
て
、
被
穏
の
規
模
商
弘
小
さ
〈
も
し
、

ま
た
γ
ハ
き
く
も
し
て
い
る
。
大
地
震
が
起
己
れ
ば
、
家
屋
の
部
舗
を
は
じ

め
、
噂
P

問
、
水
道
、
軍
話
、
道
路
な
ど
に
大
き
な
被
害
を
あ
な
一
九
、
同
時

に
火
災
が
多
発
す
る
乙
と
が
孝
一
え
ら
れ
る
。

ζ
のレ
A
Y
つ
な
事

1

鯖
に
な
る

と
、
防
災
機
関
自
活
動
能
力
は
、
著
し
く
低
す
し
て
し
irr
っ
乙
と
だ
ろ

う。

ζ
の
レ
ピ
垂
ζ
モ
市
民
の
み
な
さ
ん
が
互
い
に
助
け
合
っ
て
、
被
需
を

最
小
限
に
く
い
止
め
る
ζ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
あ
な
た
む
地
区
に

も
、
地
域
の
み
な
え
と
共
に
白
書
量
管
つ
く
の
、
防
災
障
問
E

整
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

十
月
二
十
二
日
に
、
棋
の
防
沼
運
動

推
進
大
会
が
大
野
小
学
校
で
潔
か
れ
、

訪
和
運
動
に
功
舗
の
あ
っ
た
団
体
や
功

労
者
が
表
彰
苦
れ
た
。
受
賞
さ
れ
た
方

々
は
択
の
と
お
り
。
(
敬
称
略
)

門
前
犯
功
繍
部
体

5

功
労
者
〕

マ
名
苦
会
長
〈
市
長
)
讃

城
島
防
犯
語
人
部
〈
域
島
〉
、
飯
田
山

，A
セ
〈
甫
際
)
、
小
林
久
治
(
旭
)

マ
欝
察
官
自
長
賞

平
塚
市
防
犯
協
会
総
支
部
〈
混
)
、

八
事
咲
自
治
会
(
花
水
)
、
大
賞
平
太

蕗
(
花
木
)
、
木
村
利
夫
(
問
之
宮
)
、

露
木
噂
雄
(
賜
)

マ
協
会
監
賞

新
亀
食
堂
〈
港
)
、
松
阪
防
犯
舗
人

部
〈
松
良
)
、
官
官
院
梢
よ
(
花
水
)
、

磯
部
シ
ズ
エ
(
申
原
〕
、
笠
持
よ
し
江

(
鳩
)
、
小
西
惜
(
悶
)
)
、
持
木
藤
枝

(
四
之
宮
町
杉
山
英
弘
子
〈
山
山
原
)
、

寝
泊
七
時
(
昂
土
晃
)
、
横
山
一
一
辛
義

(
A

笹
山
)

住民異動7創立、選挙、就学、国民年金、国民健康保

段、予防接額、印鑑定拐などのもとになる重要なもの

です。住所7うま変わったときは必ず日以内に届け出を

して〈ださい。

明け出iこは、その方の上玉名、住所、興勤した年月

日、従前白住所等がわかるようにし、本人または詑帯

主等が届け出るζ とになっています。

うその認け出をしたD、正当の理由がなく届け出を

おこたった場合は過斜が耕せられる場合があbます，

民担当市民諜住民登線開〈電話23-1111)

3 2 

日一一庁舎玄関ホーんで~ー

骨放瞬時爾

.12時 15分-(!@]放浪〉

.11月15日〈月)-11月19日〈金〉

中昭和の鴇づく自

.11月22日仁丹)-11月26日 E金〉
く〉県市韓合防災訓練

.11月29日〈月)-12月 3尽く金コ

。わがまちのコミュzティづくり

金沼地区 Lノェク])工」ション大会一

・12月 6日〈月)-10臼〈金〉

*12月定例市議会も中継します



家事と膏児の合い賂に離事言。今日1立、さわやかママさんの謂れ聾台

菊
の
醤
漂
い
、
山
の
端
が
色
づ

く
。
自
然
mwサ
穴
な
キ
ャ
ン
パ
ス
は

駄
を
見
事
に
表
現
し
で
い
ま
す
。

だ
五
れ
で
も
、
自
分
の
思
い
秒
裳
濁

し
た
い
も
の
で
T
P

あ
る
人
は
、
歌
声
で
、
あ
る
人
は

詩
の
中
で
、
あ
る
人
ば
キ
ャ
ン
パ
ス

に
自
分
白
思
い
を
表
現
し
よ
Y

っ
と
し

ま
す
。平

摂
↓
巾
官
段
、
毎
年
、
市
民
の
文

化
活
動
白
発
表
白
湯
と
し
て
、
平
埋

市
文
化
祭
宇
品
調
催
し
て
い
ま
す
。

ι

れ
は
、
今
年
で
一
一
一
十
沼
習
を
判
。
ズ
る

藤
史
の
あ
る
催
し
で
す
。
同
文
信
祭

は
、
年
々
銭
前
例
ど
な
D
、
八
守
で
は
、

市
民
謀
術
家
の
一
年
間
の
柄
品
智
回
一
閣

と
な
っ
て
い
た
、
ず
。

今
年
も
、
乙
む
七
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
ば
か
り
一
の
中
央
公
民
館
を
中
心

会
場
に
し
て
、
文
化
祭
が
多
彩
巳
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

ιの
季
節
、

ζ

れ
も
留
日
間

の
市
呉
市
。
市
街
地
に
は
、
思
い
思

い
の
伺
曲
が
並
び
、
栴
同
日
用
い
れ
ば
、
パ

ン
ド
が
輯
ゎ
出
し
、
青

p
dコ
ン
A
y

--P
。

街
角
で
、
な
に
げ
な
く
芸
術
に
ふ

れ
あ
5
、
文
化
由
軟
で
し
た
。

筋縄の草害額気{立1Jントリー。市民7告に懇ろやかな欝容が広がる

パネル延畏 160mの市民ギャラリーでは、絵E菌、牢謀、望書滋などの幾示が行われた

門

H
B
j
ド

v
j
ス

若さと諜しさの晶ふれた平青協青年東

V
Dブ
ロ
ッ
ク
髄
勝
訟
が
丘
A

-
準
髄
勝
八
幡
パ
レ
i
A
'

愛
好
ク
ヨ
プ

只

ト
ン

11舟{まE雪定資重量税第4期の通告期です

tlI!I!IIJllJl月30B(此〉までに納めましょう lllllllllll

・箆定資産税、都市計騒税、箆定資産税

(髄却費麗〉

rlllll!lお近くの納税貯蓄害総合に加入しましょうIIllllJ1

担当掛務部収納鷹管理路

Gとき 58年 JJ苦翌日雨天決行

出発市役所前9持決勝山城中学校Rif
Oコース市役所一神田豊田本郷ム金自

中沢橋一山域中学校

。委参加賀培 ①出場地区に10月 1日以前よ b
居住し、住民事華輯のある高校生以上の万回

②チ」ム縛1創立岳地区体育振興会単位と

1地区 2チ」ムまでとする。監督 1

5 捕欠2
③実走者 5人のうち問ーの高校大学は 3

人、事業所 4人までとする。

⑧子省内5聖書量慰霊設競走大会

。と さ雪 58年 1月16尽

。響力日揮格 ∞大会主当日市内事説明にlufj1 

自以前から引吉親書在勤する者。

京その他は、市内一勝憲司伝と同じ。

場争申し込み 12月尽までに晃附台体育

館内悼育課へ。電話31-3060

1第 3月曜お
E善治iこ料用できます。〈無料開放J

開放種自 卓球、パドミジトジ、パスケット

軟式庭球(1-4時コ、バスケッ

ト (4-8時〉

米各種目とも、ラクット、シャトノレ、ボーノレ

は必ず各自持番を。(樟育館bこは用意して

ありません/)

〈丹)午後?
〈月〕
(月〉グ

なお、運動のできる級装で裳却し、上ば吉

用窃畢動ぐっ者用慈してください。 く宣宮内は

土足酷禁です。コまた、競技場内での散貴は

号待

313 



ifij 最;昔話号室長31Riiiii!??
;!?;j同勢 jjjji jrii j ifii 

郡ÎJ陪可野守
的措吋た内胤仏の作品加 賞 ↑ 顕 igz語 菱自害時 五時は

152;351titiijH 111;月号2211
記長iii!?ii;ド持者 iii?察|組長1 iン

戸詳九時雨i言語gxlzi!?主主計京タ
;jjjj!FijiEFijiiiiii;;よ

1151] 
jj1i;i( 

語よ

h

問

盛

雄

(

大

時

前

)

一

利

(

伊

勢

原

市

)

-
Lノ
ク
ス
ケ
購
遜
上
久
侶
(
八
重
映
て
努
力
賞
議
島
イ
ネ
コ
(
幸
町
)
、

町

)

一

渡

辺

京

子

〔

窯

吊

目

)

、

内

藤

嘉

夫

・
費
励
賞
小
山
麓
〈
須
説
)
、
山
口
一
〈
黒
部
五
)
、
鈴
木
構
生
(
南
原
)
、

良
一
一
一
(
立
野
町
)
、
福
田
開
閉
(
寺
田
一
矢
島
厚
(
田
村
)

縄
)
、
早
川
正
(
綾
摘
市
)
、
大
事
一
勝
一

時
事
講
蕗
を
間
関
く

は
が
き
で
中
央
公
民
館
へ

中
央
公
民
館
で
開
い
て
い
る
市
民
大
一
問
題
を
と
ら
え
た
「
時
事
講
煉
」

学
講
座
の
う
ち
、
政
治
・
経
書
・
社
奈
一
二
月
の
日
程
が
決
ま
っ
た
。

移動図書館あおぞら号の日翠

11月16臼、 30日、
11月16日、 30日、
11月17日、 12月 1司、

11月1810、12月 2封、 16臼
11月18日、 12/12好、 16日
11月19臼、 12月 3目、 178
11月20B、12月 4呂、 18日
12月 7日、 218
12月 7臼、 21日
lITJ24日、 12H8日、

11月25日、 12月 9臼、

11月25日、 12丹 9日、

11月26日、 12月10日、

一一小説・文学一一一一~~
振り向いた女 源民鶏太

裂けた妻家族 香取陵介

苦味を少々 田辺聖子

寿徳山最尊寺 永六輔

女白主主きiJlf;.こ、主婦作費の日々

郷静子

宮雪陣おんな一代 渡辺一雄

浅草迷宮事件 佐江衆一

若い獅子 津留大平

夢白カトマンズ、ノレ永・パノレジぺノレ

家鹿最控白勝荊j者 土橋浩重量

雪白女王 ジョ y ，D'ピyy

遠山白金さん 山手樹一郎

一一家庭・生活一一一一~
官3オ」ノレスキ』場完全ガイド

立嵐書醇

パワーアップテニス 渡辺功

自己暗示椅 千葉麗剣

先輩友人の結婚スピーチ牧野佳郎

来賓の結婚スピーチ 吉沢宗朗

ヨーロツパ白鉄道旅行日本交通公社

京阪神ハイキYグ 日本当E通公社

東京湾白クロダイ 西東社

男と女の相性推命学 千種事E
軟冬白スタイノレブック 文化出版局

ゴノレアを100倍講しむ法 杉原揮雄

ミスしないテニス 宮村宏

同然卵聾鶏法 巾島正

一一社会科学 そ の 他 一 一 一ρ 一

市 11開桂という人 新宿富田

ライY向の文化史 Aぜ童節

神戸港1ぬO理 鳥膚幸雄

海軍の昭和史 哲本健

部長になれる人諜長でおわる人

情水動

土居小学校

民吉沢公民館

民松延小学校

金居小学校

誕みずほ小学校

民万問員車市首住宅

-関誌醍寺聞は、 13時30分から14時30分まで。ただし

ふじみ野田地襲会所は14時から1剖時まで。封印は15
時からほ時まで。潟天のときは中止となる。

もなっている。

f展示は語るJB 5版 80ページ 500内
会休館箆 毎週月瞳臼、 11月23白、月来

女博物鰭 干254浅間町12-41霊童話33-5111

会こども峡商会

・12月 5臼 (8) 10様子、 14時
「主主きものと教室白仲間たちJカラー43分

小学校3年目学融で飼育しているハムスタ

ーの蔀ちゃんの誕生、そしてその死という事

件をきっかけに、生命の尊さと、!tきも由者

飼育するためにクラス全員が協力していく乙

との大切さを掲いている。

「ベんとかいじゅう三E子，，7')ム童話Jカ

ラー剖日分

31ヰ

({峡E霊会 〈神聖111をある〈・モの 2)

調 12fl12臼 〈日)10際民 14務手
「かながわの由来記jカラー15分
「神接111の斑鏡j カラー20分
「三三浦半島の野晶j カラー20分

合体輯日銭週月曜日、 11月23日、月末

まを翻軍書館 干254浅際的2-41稼慈31一朝15

台膏昔年金館

干 254浅間震T12-41 稜話32-7029

会患を見る会「秋の星雲」

軟の星1!1!由中。こ散担ばめられた星雲や豪閣

を、現遠鏡在使って観察する。事加自由。さ吉

田は、博帯措官耕学教室霊へお聾まりを。(雨天

でも行う〉

・日時 11月19日 G註) 17時~19時

({体重量学留「巣箱を作ろうJ
シジュクカラF轄の単箱を作担、高鷹山の林

。こiJ斗，j'る。

・日時 11月28日 E日) 9 時~16時
・場所 博鞍波宮副学教室華、高麗山

カ 楽しく綴ろう・ダンスのタベ

生パY ドをパックに楽しく踊ろう。

・講留品 12月 1 日 ~12月 15日〈毎週水金

曜日・金5回) 18時'30分~20時3日分

園ダンス由タベ 12月18臼仁士:)18時30分~

20時30分〈乙四日のみの事加はできない〉

・対室長曹年男女各30人

1なやさしいカメラ教家

iE月を控え、シャツターチャンスを逃がさ

ず央歎しないための初揖由カメラテクニック

を学ぼう。

・日時 12fl5B~12月198 (袋詰盟日曜日・

会 3回) 13時30:分~1日時

・封書夜 小学主"(4年~6 年〉
・持聖ずるもの 35~tIカメラ

({高麗山で楽しい-Bを

・日時 11月21日〈日) 9 時30分~15時
'鏡台場所県立潟甫青年自家

・対富良 親と子 0h今坦主コ 若干名

・持書するもの弁当、輩記潟県

食糧し輸はすべて申込制。壇話かな来査官を。

古体措日 袋詰置月輔自、 11月24日

15人



韓饗譲韓議韓襲
覇軍盛場 保鍵セジ占…

豊富受付 午控1時-2時

軍書出子告書凝苧櫨本冊・5llJ冊と盟書己用

具を持参 (3か月泥は本冊の晶、

[3か月児1
12Yl1 8 57年 8月 18-10日生

12月 8日 57年 8月11日-20臼伎

12汚22日 57年 8月21日-31日生

日 韓 児1
12月 2臼 54年10月 1臼-10日生

12月16臼 54年lOYl11臼~お日生

12月23呂 田時10月21日-31日主主置盟問委設 接種当日に鵜12j，)::.月を経過

して72か月未満也幼児。

重富接種方法開業医病理患で年間

(7-8月を融<)をi謹むて接種で

きる，接議日は医師とな相艶を。

豊富料金無斡

額持書するもの 母子鍵康苧様、探

検証

うえてさ なおと

上回蛮人ちゃん
'"平器市山下 994-1 労働金聞

にお動めの上回幹男さん (32霜〉
と絹11:さん (29綾〉由長男。混在

11か月半で身長71師、体重10培、
56年 11月29回生まれ。

おじいちゃが珂でもよ〈食べる

ように教えてくれるので大食の墜

人ちゃん。好奇心?っ快感でじっと

しておらず、テレピのチャ Yネノレ

を閉したり忙しい。また、化粧道

具が好きで、くしをもって鏡の前

でママのまねをする。

818f'l 
9日7f司
866円
263円
293円
196f弓
263f'l 

164円

167円
240円

4，910向
1，688円

12月中に 8か月から満1裁になる

お子さんを対象に関〈。

重量会場 平器保健所講堂

援羽田 12月10日午睡1時 30分から

覇軍母子産主購苧様と筆記潟県議E持 番

離寵髄轟轟轟龍轟轟轟
量豊対霊泉 2歳 6iJ'月までむ乳幼泥

量盟会場 平塩探鍵所

畿日程 12月 6缶、 13日、 20日
重量時間 午前9時~問時3日分

観申し込み電話で平壇探鍵所 (32
--0130)へ予約ナる。できるだけ先

に乳幼渇歯耕連安主主の壁講をa

轟轟盤調韓

丈
夫
に
育
て
答
コ
ツ

生
ま
れ
た
ば
か
D
由
赤
ち
ゃ
ん

は
、
大
人
に
な
る
た
め
に
一
田
昌
発

背
し
て
い
る
。
生
ま
れ
て
開
も
な

い
ζ
ろ
か
ら
住
活
の
自
立
を
目
指

す
乙
と
、
心
身
と
も
に
健
全
な
発

育
を
遂
げ
る
よ
ち
に
披
露
す
る
ζ

4~票日台、号、 《応再》宮製はがきに住所・父母由民名・赤ちゃん白
〈券築〉名まえと空年月8 ・親む牢齢・電話番号・父親の職業

を曹いてお出しください.対室長は1年来満の捧ちゃんです。 IE彦李された
はがきは、毎月208(20日間印まで)Iこ輔切り、翌月白広報紙に掲輩し
ます。掲載した捧ちゃλには、記t牢賓と掲載広報紙10部を蓋しあげま
す。 く今月の席、害者は18人守した〉
留品て先・干254揖畑町 9番 1号・車場市広報課赤ちゃん葬襲係，

・前期午前9時30分 -ll時30分
妊掘7か月まで田方

・後期午後l時 30分 -4時

妊 娠8か月以上田方

懸日程 llFl19日、 12月10日、 17白

書富母子短健苧帳とスラックスを持事

額申し込み犠話カhはがきで保健セ

ンター〈中堅34-17、宮芭話43--0311)

生活関連物資価格調査
消費生活モニタ-30人による10Flの平均価格です

品

盤輯 1期 3感受廿る

・対量 2競:(24か月)iJ'ら 4麓 (48
か月〉までの幼1Il，なお、接種間続

培 2脂 3固とも 3週間から 8週間。

醸揮2期 1窃受ける

・対富良 第 1期の3由自が純愛つって

から 1年以上1年 6;1)，月以内白期間

に受ける。なお、第1期を早めに受

げて、第2期もなるべく 4歳までに

鰐了ずるようにしていただきたい.

)1(樺鍵セン丘一、中央農協土沢党所

は、日程が11月24日から26日に変更

になったので、む注意を。

(Il月1
24日 補社会館、健課金安官

国豊田公民態

25日 大野公民館、横内部地集会場

九E公民館

26日保健セン火山

出中央農協土沢支所

富田弘司駐軍.'1IiE審議事麗

盤対富良満 1麓までの捧ちゃん

鰯受付午前9時3日分-1世帯3似合

懸母子鍵旗手唱を持事

11月18臼大野公民館

11月25日神田公民館

12月 7日土箆公民館

12Jl9日 横内団地集会場

12月16日豊田公民館

毎月第 1-第 4水曜探健センタ ー

台
本
用
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鷲
揖
情
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は
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問
〉

地
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づ
く
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民
相
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時
忍
語
お
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だ
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い
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一
一
一
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融
二
九
一
一
一
電
気
ガ
マ
〈
大
き
い
も
の
)
、

A
V
さ
し
あ
げ
ま
す
(
無
料
〉
照
ブ
ラ
ン
コ
、
乳
母
車
、
ベ
ピ

1

揖

行

器

!

、

ベ

ド

γIパ
ス
、
コ

y
ピ
ラ
ッ
ク
、

み
な
さ
ん
む
む
協
力
で
、
問
い
合
わ

A
V
譲
自
ま
す
(
有
料
)
人
刊
叶
ノ
ケ
!
ス
(
特
大
)
、
男
日
児
衣
晒

一
一
話
が
非
常
に
増
r

え
で
い
る
。
た
だ
男
児
有
白
山
~
衣
顎
(
一
揖
5
一
一
語
〉
、
〈
四
歳
3
七
輯
〉
、
お
ぶ
い
ひ
も
、
一
一

み
な
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
石
削
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
、
ギ
段
ベ
ッ
ド
、
電
動
オ
ル
ガ
ン
、
時
首

一
は
、
訣
ま
っ
て
い
る
白
も
あ
る
タ
i
、
電
動
オ
ル
ガ
ン
、
捧
ち
ゃ
ん
用
閣
、
剣
道
防
長
(
小
学
校
高
学
年
)
、

と
了
最
い
た
戸
高
C

た
い
a

悼
曹
計
、
ク
日

i
yヒ
ー
タ
ー
(
都
市
子
併
用
自
転
車

(
U
S
M
Mヴ
)

掛石けん I 3 kg 
自成洗 剤 12.65埼無lJ>'

タ帯lJン

ーと由 11匂

7∞F 
噂力粉 1kg 

1 Rパック

65m4個入

局 1∞s
M10髄入

10m' 
18 Q記遼

と
が
大
切
で
あ
る
。

空
桂
一
か
月
は
、
「
生
き
る
た

め
の
適
応
」
空
行
う
期
間
な
由

で
、
感
染
予
訪
、
保
盤
、
栄
豊
田

=
一
一
原
則
を
守
ろ
う
。
生
揖
ニ
か
月

か
る
十
二
か
月
の
聞
は
、
障
の
基

暗
づ
く
り
白
年
齢
な
白
で
、
正
し

い
栄
聾
摂
取
と
予
紡
接
種
田
励

行
、
生
活
面
支
は
、
軍
庭
訪
リ
ズ

ム
に
摺
け
ζ

ま
せ
る
よ
う
に
す

る
@
つ
と
め
て
母
乳
在
年
え
、
外

気
階
、

8
光
酪
な
P
連
行
い
皮
輯

mw抵
抗
力
を
暴
く
し
、
活
発
に
動

け
る
よ
う
に
薄
着
に
す
る
。
ま

た
、
手
舎
か
け
す
ぎ
て
、
過
龍
護

に
な
ら
な
い
よ
う
、
赤
ち
ゃ
ん
が

で
き
る
よ
吉
に
な
っ
た
ζ
と
は
ど

ん
ど
ん
や
ら
ぜ
て
、
穣
極
的
に
膏

て
よ
う
。

お買い物予やお主事などのお出かけ白擦

は、ぜひな利用〈ださい。

07利用時間午前8時 J 予後10時
く〉料 金 cr最初回 1時 間 20自円

②以控:30分穏に100内
③午後問時~至亜日午前8時 1，0∞F弓

軍関数コイン 1枚1∞f'lを11枚で1，∞Of'l

⑧定期券の迫力日発売

。定期料金正か月 10，∞0円
<)務関 12月 18-58年 3Yl31目
。申込懇配布 11月15日-198
錦町絵車場、紅谷釘駐車場、市民相盟

主室、重荷ピノレ還機所で配布。

。受 付 11月m日-23臼まで自問

に、それぞれ駐車場内。事い場合は錨

選とします。

平輯市草書発公社 領軍務23-1111

住居表示広域に新築改築される方

。申謂掛ま市民規住民主菱銀係に用意して晶!J

ます.

0申請書 C住居番号付番申請書〉を市民諜慾

口に提出してください.

。住居番号は「住所j と名白つ〈すべてのも

のに使用される大切なも白です。

民軍事しいζ とは、市民鐸〈鍵監話23-1111
内輯230コへお闘い由わせを。

静摺

サヨダ油

ノJ、麦粉

しょう池

トイレット
ペーパー

E正問

鶏卵

プロパン

灯油

315 



年
来
調
緩
む
時
期
な
の
で
、
①
年

末
調
整
の
仕
方
、

φ
滋
畏
撞
収
票
や

給
笠
克
払
報
告
樺
由
醤
吉
方
、
①
そ

白
他
法
定
額
欝
に
関
す
る
説
明
会
が

醐
聞
か
れ
る
。

マ
ロ
月
2
8
(木
)
午
接
1
時
却
分

1
4時

@
対
象
南
部
(
罵
緩
唱
本
巡
り
を

撲
に
南
側
)

ヤ
ロ
月
3
臼
(
金
)
'
午
前
の
部

9
時
間
山
分
i
ロ
時
鈎
升
・
午
控
の

部
1
時
ぬ
分
5
4時
加
分

・
対
象
祐
部
〈
国
道
一
一
一
九
重

苦
識
に
東
側
は
午
前
の
部
、
西
側
は

午
控
の
部
)

マ
ム
出
場
県
立
農
業
合
館

マ
内
容
推
進
協
議
会
組
織
と
活
厳

の
あ
り
方

マ
講
師
神
車
川
県
切
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
常
任
蚕
員
間
代
一
耳
弥
民

相
模
大
野
政
改
札
口
に
集
合

書
加
自
由
。
弁
当
、
水
筒
、
筆
記

用
具
等
を
持
撃
す
る
。
雨
天
の
と
き

は
中
止
。
連
絡
先
電
語
番
号
は
曲
i

rEC八
C
(滝
口
)ゴミのマナーについて市民から通報

が晶むましたので取材しました一花

木地IZにてー
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る
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と
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通
行
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不
快
歩
感
じ
る
人

事
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あ
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多
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思
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ま
す
。
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な
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一
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一
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、
他
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に
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の
な
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よ
吉
、
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の
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あ
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よ
う
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す
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ま
す
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障
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に
お
い
て
も
決
出
し
て
あ
る
F
J
q
特
に
燃
ず
え
な
い
訪
ぐ
ζ
と
に
な
る
と
患
っ
の
で
す
。

め
ら
れ
た
ζ
と
を
確
実
に
守
白
、
行
む
み
は
放
盤
期
間
倉
北
〈
、
葉
罰
金
〈
宮
松
釘
哲
山
公
子
さ
ん
〉

-
講
師
薬
師
寺
管
長
高
居
好
胤

氏ヤ
ロ
月
6
日
(
月
)
「
性
界
の
中

由
自
主
・
日
本
の
成
功
物
語
」

・
講
師
ハ

i
パ
l
ド
大
学
教
授

エ
ズ
ラ

e
F
-
グ
ォ
!
ゲ
ル
氏

マ
講
商
時
間
同
午
桂
4
時
品
百
i
6

時
間
剖
分

マ
ム
同
購
買
樺
大
学
期
間
校
舎

門

v
入
場
掛
無
料

マ
連
絡
先
東
醒
大
学
湘
南
公
開
セ

ミ
ナ
ー
委
員
虫
(
屯
5

日目見
1
1

一日一一

一
内
綿
一
一
ニ
九
六
)

プ
レ
ス
機
械
講
習
会
一

県
立
湘
南
技
能
訓
練
セ

yhmy
で

は
、
持
閣
安
全
婿
生
法
で
藷
務
付
け

ら
れ
て
い
る
プ
レ
ス
機
軸
作
業
主
在

者
自
講
習
会
を
開
く
。

マ
臼
韓
日
月
お
日
(
木
)
3花
月

H
B
(火
〉
、
午
按
6
時
1
8時
的

分
(
会
8
凶
)

マ
金
規
制
阿
南
技
師
同
部
親
セ

y
h
m
1

7
そ
謡
糾
テ
キ
ス
ト
代
一
千
円

マ
定
員
同
出
入

門

v
申
し
込
み
県
立
湘
南
技
能
訓
親

セ
ン
タ
ー
(
平
均
櫨
市
東
八
椙

4

H

4
a
竜
話
お
一
九
一
一
二
)

海
外
協
力
隊
員
募
集
一

周
際
協
力
事
業
出
で
は
、
開
発
途

上
層
の
国
づ
く
り
に
参
加
す
る
協
力

隊
員
を
募
集
し
て
い
る
。

マ
資
格
ぬ
歳
か
ら
お
歳
ま
で

マ
派
挿
期
間

2
年
間

マ
時
制
醤
鮪
め
切

D

H
月
却
臼

な
お
、
帰
箇
融
員
の
現
地
報
告
と

広
葬
相
談
会
が
調
か
れ
る
。

マ
ロ
月
幻
自
(
臼
)
午
前
日
時
i
午

控
4
時
応
募
相
談
会

円

V
A
同
踊
県
富
際
交
流
セ
ン
タ
ー

(
横
浜
市
中
沢
山
下
町
)

詳
し
く
は
、
県
庁
国
即
時
支
流
課
交

斑
班
〈
篭
話

o
m五
1
一
一
。
一
ー
一

一
一
一
円
融
コ
一
二
六
二
〉
へ
。

〈
敬
称
略
〉

マ
社
晶
君
福
祉
へ
命

T
Y
一
千
円
、

神
田
掃
人
部
二
千
八
百
二
十
一

円
、
磯
崎
輝
夫
二
千
向
、
主
御
止

自
治
会
由
吉
宮
会
一
一
千
四
百
五
占

一
一
円
、
一
市
民
二
千
円
、
読
者

六
千
九
百
二
十
八
円
、
韮
肯
銀
チ
ャ
け

テ
ィ

1
バ
ザ
ー
売
上
金
十
八
万
円

千
三
百
七
十
円
、
岩
議
ハ
ナ
子
」

千
七
百
一
円
、
川
崎
控
量
一
千
円

五
十
五
円
、
匿
名
五
千
八
百
玩
ム

円
、
意
知
重
明
五
千
内
、
高
本
畿

税
一
万
八
千
六
百
一
一
一
十
六
円
、
ロ

フ
ォ
ー
ム
か
た
つ
む
り
五
万
密
千

部
一
白
八
寸
円

マ
心
豊
障
害
(
児
)
者
へ
・
明
神
せ

い
五
手
円

wv恵
ま
れ
な
い
(
児
〉
方
へ
・
堀
内

タ
マ
エ
一
千
円

wv
交
通
選
見
へ
・
平
野
陽
治
五
千

円マ
社
会
福
祉
義
金
へ
。
福
祉
百
嵐
長
場

一
万
一
千
二
百
九
十
五
月
、
す
み
れ

会
代
長
中
川
善
樟
子
十
万
向
、
平

壇
地
庶
保
護
司
会
五
万
七
半
円
、

小
林
武
雄
一
万
円
、
不
二
家
湾
鑓

寮
I
U
E
m芳
三
千
一
三
宮
八
十
閥

円
、
援
名
五
千
円
、
小
将
文
?
?

二
芯
五
百
二
円
、
平
戸
拍
車
信
営
業
部

五
万
二
ヰ
九
百
七
円
、
山
静
碕
事

=
一
千
回
、
代
宮
町
母
親
ク
ヨ
プ

五
千
円
、
撫
芋
原
は
な
み
づ
き
五

千
円あ

た
た
か
い
心
の
窓
口
は
、
暗
闇
日
世

ゅ

」

県動物開護センターでは、捨て犬、捨てね

己によるのら犬、むらぬこ白増加と、犬ねι
による危容を訪ぐため、今的も次の日穫をい

らな〈なっ宍口むねζ の巡包収容を行う。

当日、犬を出される方は f日日かんJ f犬の

緩本LJ r注射器等禁J r愛犬手抜Jぞ持番のう

え全壊へお出カ斗f在。なお、収容車の停留時

間は10分間。また、ねζ は麻袋かダンボール

箱』こ入れていただきたい。

12丹ヰ沼〈土) 12月11B (ニ主〉

9 : 00 神田卦民館 9 : 00 松原公民館

9 ; 25 大野公民館 9 : 20 須賀公民館

9 : 50 護菱自公民館 9 : 40 才乙次公民館

10:10 揖晶公民館 10 :∞富士見公民館

10 : 30 金田卦E号館 10 30 中原公民館

10 : 50 筒崎公民館 10:55 旭公民館 ι 

11 : 10 金居公民館 11: 芭沢公民館

中原の富士〈麓擢三十六景〉

宝永の富士降 砂
玄武 4年 α707)というと今か ! 尽八Yは汗陸2時にき当たる時刻、

ら 275年前むこと、関東を襲った [ 長持を弓織に動しでは、長持を弓i

元禄白大地震から4年後である。 張ると取っ手がガタガタするのと

声ニニニニお孟アー 一一二ニニ-;r-ニニニ「 …一一一一一一一一一一一-;;;;;j ~ 乙棚、富士山の骨火で出来た ; 同じような銭動を併ってという意

同山中腹の噴火口と主主永山は、平 i 味であろう。御代蜜より櫛見分の

畢から選望でき、櫛殿場口から下 i 宣告は代官から精選された役人が来

山した人は、白前にこの全容を見 | て澱定した時、つまり公式測定。

たはずである。 半 毛 Cはんけ〉は、平常の収穫量

乙の噴火fi，平壇にも大震の砂 ; 白半分のζ とである。

を降らせ、その砂による直接白被 j ιの記鑑から推すと、障制措

画立無論のこと、世オくによって流 ! 発当初の真展時が最も強烈で、償

出したその砂は、ハ!を樫めて流れ j 動を併って岩¢砕けた砂利を

を変えさせてしまう程であった。 i せたs モ由夜からは砂とな白、そ

この被害については、前々から ! れが十二月八回まで続いた。降砂

少しず三触れてきたが、もう少し ! の醇みは抽出 1尺 (30宇〉、押し

話を進めてみよう。: 詰まって7寸 (21"1')であった。

co砂降 tについて、南原¢笹 j 砂降りが止むとすぐ勤閣の砂1;込書

臨白径は、次のようにしるして ( に苧を付けた。遥くとも髄醸し

いる。 ; て少しでも収積雪しようとしたD

「一、砂降、宝永沼亥/十一月 ; であろう。風のさ当たらない所で辛

世三日、昼八Y立与長揮を弓!援に i 宅、当たった所はそれ以下、嵐に

勤して、岩のくだけてぎり降担、 ! よる陣砂移動の被害も大きかった

其醇弐"'o'Y積 Dて夜に入砂降 t、 i 乙とを思わせる記事である。

十二月八呂迄に壱尺程撞』フ降Dた i 留に障った砂については触れて

れども、落付たる故、調代官よ t ! いないか、熔と問機にかき寄せ、

櫛見分自鮪は厚七寸と被印たD、 ! 取りきれない砂ほうない込んだ。

砂をか昔、うないくるみ、愛を蒔 i a島由うち由相当数立、 ζ の時の

て、風のあたらぬ所は半毛ほどに i かき寄せ砂がもとになっている。

取たる也 I C文購沼拝亙心耳おたずねは市

主星永i1'l亥ノは主主永沼亥年の躍5、 l 史擦さん器製 E縁結3ト-()4宣告〉
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>40く

る
の
が
習
閣
に
な
っ
て
い
ま
し

た。

T
君
の
方
で
も
そ
れ
が
当
た

D
前
と
い
う
感
じ
で
、
持
に
抵
抗

す
る
乙
と
も
な
く
、
お
母
さ
ん
由

一
一
日
う
こ
と
を
よ
く
開
く
、
お
と
な

し
い
賓
の
子
で
し
た
。

子
供
と
い
う
の
は
、
本
来
活
力

に
あ
ふ
れ
で
い
る
も
の
な
の
で
す

が、

T
君
が
、
お
母
さ
ん
の
神
の

中
に
入
っ
て
お
と
な
し
い
と
い
う

小
学
校
一
年
の
T
君
は
、
幼
稚
白
は
、
ど
ζ
か
で
無
環
を
し
て
い

箇
年
長
町
時
、
お
遊
融
合
で
主
役
る
の
で
一
す
。
た
だ
、
モ
の
ζ
と
に

に
選
ば
れ
張
聖
書
っ
て
い
た
町
で
つ
い
て
は
T
君
思
身
も
気
が
付
い

す
が
、
そ
の
ζ
ろ
か
ら
自
を
パ
ヰ
ノ
て
い
ま
せ
ん
。
と
ζ
ろ
が
、
お
遊

パ
チ
ゃ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
献
金
の
主
役
と
い
う
酎
謀
議
が
ピ
ー

初
め
、
お
母
さ
ん
は
、
一
三
一
一
声
量
ク
に
な
っ
た
の
空
き
っ

主
投
が
角
場
L
な
っ
て
斡
月

d
u判
手
か
け
に
、
自
を
パ
チ
パ

い
る
の
が
つ
う
伎
に
恩
欝
品
プ
亀
チ
す
る
チ
ッ
ク
症
状
が

っ
て
い
た
む
で
す
が
、
一
二
一
俊
一
定
行
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
向
に
絞
り
$
安
ん
。

F
Kト
イ
一
一
ぱ
そ
ζ
J
q
T鳴
に
は

心
配
に
な
っ

τ小
児
斜
神
世
九

A
J押
し
炉
遊
戯
惜
鯉
彩
、
お
ほ
さ

へ
行
き
、
安
定
剤
ぞ
い
!
こ
~
;
:
弓
ん
と
は
話
し
向
い
を
桑

た
だ
い
て
飲
ま
せ
ま
し
た
が
、
四
ね
て
い
く
う
色
L
、
お
母
さ
ん

の
パ
チ
パ
チ
は
相
変
一
わ
ら
ず
な
の
白
身
今
ま
で
少
じ
き
ち
ん
と
し
す

で
、
研
均
所
へ
相
談
に
見
え
ら
れ
ぎ
て
い
た
白
か
な
、

T
君
に
自
丹

ま

し

た

。

の

枠

を

押

し

付

け

て

い

た

の

じ

ゃ

T
君
の
ザ
定
同
さ
ん
は
と
て
も
さ
な
い
の
か
な
と
思
う
よ
う
に
な

ち
ん
と
さ
れ
た
方
で
、
き
れ
い
好

b
、
そ
む
う
ち
お
母
さ
ん
の
方
が

き
で
す
。
朝
晩
、
掃
除
を
し
な
い
気
に
な
ら
な
く
な
り
来
し
た
。
京

と
気
が
す
ま

T
、
ま
た
T
君
が
丙
思
議
な
乙
と
に
、
お
母
さ
ん
が
気

れ
た
ま
ま
で
家
に
と
が
る
ζ

と
に
に
し
な
く
な
る
に
つ
れ
て
T
君
も

は
と
て
も
耐
克
ら
れ
ア
に
、
外
か
活
悉
L
遊
ぶ
よ
う
に
な
の
、

T
お

ら
帰
っ
て
来
た
と
き
に
は
、
必
ず
の
臼
長
パ
チ
パ
チ
ず
る
チ
ッ
ク
症

玄
関
で
靴
下
と
ズ
ボ
ン
を
脱
が
せ
状
も
お
さ
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

く〉巡演E重体と漢詩

・高浜高校文謀部 「三番受j

「輪本大功記 '.Rヨケ崎之E珪

・下中盤〈小関顔市) r師羅先俗萩j 政将司主轟之段

. >霊栴鹿〈南定締市) r豊題豊富女舞去....../酉鐙之設
・前縄E韮 「ヌ広務廿四辛j 十種曹之段

。巡罰臼穏 11月17日(水) 10時 ~15時平塩農

業高校/11月26日(金)10時 -12時中央農協土

沢支所 13時時 中先農協豊田支所 l口時~

15時平塩駅北口/11月初日 α010時~15時

東海大学/12月 2日仁木) 1()l持~15時五領ケ台

高杉じ/12月 7B (火〉 ・12月 9日仁木)10持 '-15

時関西 ベイY ト/12月13B(!l) 1百時~15時

日産車鵠/12月16B(木) 10時~15持関西ベイ

ント

♂の~ご協力あ哲がとうごぎいました~-の〈

なでしこライオYズクラブ 132京、金呂地区最

治会56;!;:、古向特章者金属工業38京、日本エア~ブ

ィノレター58::$:、日援車臨204;本、 しらさ吉ライオ

ジズクラブ205ヌ位、百本クラワンコルク 59京、三

異製作所42，宏、プラステク56;払巴中貴金隅工諜

60京、平塚駅北口73木、湊製作所持本、大江工業

52本、パイロット万年筆113車、高摂高校336本
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